
一般社団法人 富山県建設業協会 青年部 

2018 年 新 春 講 演 会 

演題：「南海トラフ巨大地震といかに向き合うか」 

～ 想定津波高全国一の町の取り組み ～ 

地域の建設企業には、持てる技術力を駆使して生

産の質と量を保ち、将来にわたってインフラの維持・

管理・更新ならびに災害時の緊急の復旧などの社会

的役割を担うことで、安全・安心で豊かな国民生活

や経済活動を支え続ける責務があります。 

こうした中、懸念されている南海トラフ大地震で

最大震度 7、最大津波高 34.4ｍという全国でも最悪

の被害想定がなされた高知県黒潮町では、この事実を前に、諦めるのではなくシッカリと向き合い、

「地震・津波と日本一うまく付き合うまちづくり」が推進されています。 

本年の講演会では、その黒潮町から、「あきらめない」「避難放棄者を出さない」との固い決意で、

一人の犠牲者も出さないための南海トラフ地震・津波対策に取り組んでおられる町長の大西勝也氏

をお招きし、その「防災思想」と役場・地域・住民が一体となった地域づくりについてお話をして

頂きます。 

 

講 師： 高知県 黒潮町長  大 西 勝 也  氏 

■講師紹介■ 

大 西 勝 也 （おおにし かつや） 

 

（主な経歴） 1989年高知県立中村高校卒業後、海外で洋ラン栽培などを学び、2000年に就農。 

黒潮町地域協議会会長、幡多ブロック青年農業士連絡協議会会長等を経て 

2010年に黒潮町長に就任。 

2014年 4月 23日から 2期目を務める。 

 

(一社) 富山県建設業協会青年部「新春講演会」 参加（一般）申込書 

 申込先：(一社)富山県建設業協会（FAX:076-432-5579）            担当：竹田、山縣 

氏  名 所属・会社名  ※個人の方は住所 役  職 

   

 

   

 

 

日時：平成 30 年 1 月 30 日（火）15:30～17:15 

場所：富山第一ホテル 

主催：(一社)富山県建設業協会 青年部 

後援：(公財)富山県建設技術センター 

東日本建設業保証(株) 富山支店 

定員：150 名 

入場無料 

一般聴講 

歓迎！ 


